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衆
議
院
議
員
阿
部
知
子
君
提
出
「
国
民
保
護
法
」
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

千
九
百
四
十
九
年
八
月
十
二
日
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
の
国
際
的
な
武
力
紛
争
の
犠
牲
者
の
保
護
に
関
す
る
追
加
議
定
書

（
議
定
書
�
）
（
平
成
十
六
年
条
約
第
十
二
号
。
以
下
「
第
一
追
加
議
定
書
」
と
い
う
。
）
第
四
十
八
条
は
、
「
紛
争
当
事

者
は
、
文
民
た
る
住
民
及
び
民
用
物
を
尊
重
し
及
び
保
護
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
、
文
民
た
る
住
民
と
戦
闘
員
と
を
、

ま
た
、
民
用
物
と
軍
事
目
標
と
を
常
に
区
別
し
、
及
び
軍
事
目
標
の
み
を
軍
事
行
動
の
対
象
と
す
る
」
と
規
定
し
て
お
り
、

こ
の
規
定
は
、
国
際
人
道
法
の
原
則
及
び
精
神
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

二
か
ら
四
ま
で
に
つ
い
て

軍
事
組
織
が
住
民
の
避
難
誘
導
等
に
当
た
る
と
し
て
も
、
こ
れ
が
軍
事
行
動
か
ら
生
ず
る
危
険
か
ら
住
民
を
保
護
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
の
よ
う
な
活
動
が
、
直
ち
に
国
際
人
道
法
に
反
し
て
い
る
と
は
言

え
な
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
第
一
追
加
議
定
書
第
五
十
一
条
�
は
、
文
民
の
移
動
等
に
つ
い
て
、
「
特
定
の
地
点
又
は
区
域
が
軍
事
行
動
の
対

え
ん

え
ん

象
と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、
特
に
、
軍
事
目
標
を
攻
撃
か
ら
掩
護
し
又
は
軍
事
行
動
を
掩
護
し
、
有
利
に
し
若
し

一



く
は
妨
げ
る
こ
と
を
企
図
し
て
利
用
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て
い
る
が
、
こ
の
規
定
は
、
軍
事
組
織
が
住
民
の
避
難

誘
導
等
に
当
た
る
こ
と
自
体
を
禁
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
自
衛
官
が
避
難
住
民
の
誘
導
等
を
行
う
こ
と
は
、
第
一
追
加
議
定
書
を
含
め
た
国
際
人
道
法
と
の
関
係
で

直
ち
に
問
題
を
生
ず
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
戦
時
国
際
法
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
お
尋
ね
に
お
い
て
想
定
さ
れ
て
い
る
戦
時
国
際
法
の
内
容
等
が
明
確
で
は

な
く
、
一
概
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

五
及
び
六
に
つ
い
て

第
一
追
加
議
定
書
第
四
十
八
条
で
は
、
紛
争
当
事
者
は
、
「
文
民
た
る
住
民
と
戦
闘
員
と
を
、
ま
た
、
民
用
物
と
軍
事
目

標
と
を
常
に
区
別
し
、
及
び
軍
事
目
標
の
み
を
軍
事
行
動
の
対
象
と
す
る
」
と
の
基
本
原
則
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

紛
争
当
事
者
が
攻
撃
を
受
け
る
側
に
立
つ
場
合
に
は
、
第
一
追
加
議
定
書
第
五
十
八
条
に
お
い
て
、
実
行
可
能
な
最
大
限
度

ま
で
、
人
口
の
集
中
し
て
い
る
地
域
又
は
そ
の
付
近
に
軍
事
目
標
を
設
け
る
こ
と
を
避
け
る
と
い
っ
た
攻
撃
の
影
響
に
対
す

る
予
防
措
置
を
と
る
旨
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
い
う
「
軍
事
目
標
」
は
、
第
一
追
加
議
定
書
第
五
十
二
条
�
に
お
い
て
、
「
物
に
つ
い
て

二



は
、
そ
の
性
質
、
位
置
、
用
途
又
は
使
用
が
軍
事
活
動
に
効
果
的
に
資
す
る
物
で
あ
っ
て
そ
の
全
面
的
又
は
部
分
的
な
破
壊
、

奪
取
又
は
無
効
化
が
そ
の
時
点
に
お
け
る
状
況
に
お
い
て
明
確
な
軍
事
的
利
益
を
も
た
ら
す
も
の
に
限
る
」
と
規
定
さ
れ
て

お
り
、
実
際
に
武
力
紛
争
が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
時
点
に
お
け
る
状
況
下
で
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
第
一
追
加
議
定
書
第
五
十
八
条
の
定
め
る
予
防
措
置
は
、
あ
く
ま
で
も
紛
争
当
事
者
が
実
行
可
能
な
最
大
限
度
ま
で

と
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
実
際
に
武
力
紛
争
が
生
じ
て
い
な
い
現
時
点
に
お
い
て
は
、
御
指
摘
の
自
衛
隊
の
諸
施
設
及
び
在
日
米

軍
の
諸
施
設
の
所
在
が
第
一
追
加
議
定
書
に
違
反
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

七
に
つ
い
て

国
際
人
道
法
に
は
、
武
力
紛
争
の
影
響
を
受
け
る
住
民
の
保
護
及
び
武
力
紛
争
の
結
果
生
じ
た
傷
病
者
、
死
者
等
の
人
道

的
取
扱
い
に
関
す
る
規
定
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
的
確
に
実
施
す
る
た
め
に
、
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の

保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
十
二
号
。
以
下
「
国
民
保
護
法
」
と
い
う
。
）
で
は
、
住
民

の
避
難
に
関
す
る
措
置
、
避
難
住
民
等
の
救
援
に
関
す
る
措
置
、
安
否
情
報
の
収
集
等
、
赤
十
字
標
章
等
の
交
付
等
及
び
特

殊
標
章
の
交
付
等
に
つ
い
て
規
定
し
、
国
民
保
護
法
第
三
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
民
の
保
護
に
関
す
る
基
本
指
針
（

三



以
下
「
基
本
指
針
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
具
体
的
な
定
め
を
設
け
て
い
る
。

ま
た
、
基
本
指
針
に
基
づ
き
作
成
さ
れ
る
、
指
定
行
政
機
関
、
都
道
府
県
等
の
国
民
の
保
護
に
関
す
る
計
画
に
つ
い
て
も
、

こ
れ
ら
に
つ
い
て
所
要
の
規
定
を
設
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

八
に
つ
い
て

都
道
府
県
の
国
民
の
保
護
に
関
す
る
計
画
に
お
い
て
、
全
都
道
府
県
が
、
例
え
ば
、
住
民
に
対
す
る
避
難
の
指
示
、
避
難

住
民
の
誘
導
に
関
す
る
措
置
、
都
道
府
県
の
区
域
を
越
え
る
住
民
の
避
難
に
関
す
る
措
置
そ
の
他
の
住
民
の
避
難
に
関
す
る

措
置
、
救
援
の
実
施
、
安
否
情
報
の
収
集
及
び
提
供
そ
の
他
の
避
難
住
民
等
の
救
援
に
関
す
る
措
置
に
関
す
る
事
項
を
定
め

て
い
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
措
置
に
関
す
る
事
項
は
、
国
民
保
護
法
第
三
十
四
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
、
都
道
府
県
の
国

民
の
保
護
に
関
す
る
計
画
に
定
め
る
事
項
と
さ
れ
て
い
る
。

九
に
つ
い
て

第
一
追
加
議
定
書
第
五
十
九
条
�
で
は
、
無
防
備
地
区
の
宣
言
を
行
う
に
は
、
す
べ
て
の
戦
闘
員
の
撤
退
等
の
要
件
を
満

た
す
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
戦
闘
員
の
撤
退
等
は
、
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
我
が
国
の
平
和

四



と
独
立
並
び
に
国
及
び
国
民
の
安
全
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
九
号
。
以
下
「
事
態
対
処
法
」
と

い
う
。
）
第
二
条
第
七
号
イ
�
に
掲
げ
る
武
力
攻
撃
を
排
除
す
る
た
め
に
必
要
な
自
衛
隊
が
実
施
す
る
武
力
の
行
使
、
部
隊

等
の
展
開
そ
の
他
の
行
動
に
関
す
る
事
項
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
無
防
備
地
区
の
宣
言
は
、
国
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
保
護
す
る
観
点
か
ら
国
民
保
護
法
第
二
条
第

三
項
に
規
定
す
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
連
は
あ
る
も
の
の
、
武
力
攻
撃
を
排
除
す
る
た
め
の
措
置
と
の
関
連
が

よ
り
深
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
事
態
対
処
法
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
対
処
基
本
方
針
で
定
め
る
こ
と
が
適
当
と

考
え
て
い
る
。

我
が
国
に
対
す
る
武
力
攻
撃
に
対
し
て
無
防
備
地
区
の
宣
言
を
行
う
こ
と
と
な
る
か
否
か
、
ま
た
、
宣
言
を
す
る
こ
と
と

し
た
場
合
に
具
体
的
に
い
か
な
る
地
域
に
つ
い
て
宣
言
を
行
う
の
か
に
つ
い
て
は
、
無
防
備
地
区
が
敵
対
す
る
紛
争
当
事
者

に
よ
る
占
領
に
対
し
て
開
放
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
実
際
に
武
力
攻
撃
が
発
生
し
た
後
に
、
そ
の
時
点
の
状

況
に
応
じ
て
個
別
具
体
的
に
検
討
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
無
防
備
地
区
の
宣
言
に
関
す
る
事
項
を
事
態
対
処

法
第
九
条
第
二
項
第
三
号
の
対
処
措
置
に
関
す
る
重
要
事
項
に
ど
の
よ
う
に
記
述
す
る
か
に
つ
い
て
も
、
実
際
に
武
力
攻
撃

が
発
生
し
た
後
に
、
そ
の
時
点
の
状
況
に
応
じ
て
個
別
具
体
的
に
検
討
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

五


